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はじめに
本小論 で は ､ こ れ ま で 積み重 ね て き たイ ギリ ス
技術 者の 教育 ･ 訓棟歴 の 分 析作業 1) の 一 環 と し
て ､ イ ギ リ ス の エ リ ー ト 技術者集団の.ト ッ プ で あ
る民 間 (土木) 技術者協会(IC E)(the ln stitutio n
of Civil Engine ers)歴代会長の 教 育 ･ 訓練歴 の 分
析 を行 う ｡
民間 (土木) 技術者協会は ､ 技術者の 専 門職団
体中最も早 く1818年に 設立 さ れ ､ 土木を 中心 に し
な が ら も ､ あ ら ゆ る 分 野 の 著名 な 民 間技 術 者
(civilengineer)を結集 し､ 諸種 の 技術者 の 専門職
団体 の 中で い わば 親団体 と し て の 位置 を 占め て い
た ｡ 同協会は ､ 技術者 の 事務所やユ 事現場 (作業
場) で 3 - 5年間の 実地訓練 を行 う見習 い生修行
(pupilage)(徒弟訓 練の ⊥ 種) を ､ そ の 加入資格
要件 に お ける正規の 訓練要件 と し て い たが､ 見習
い 生 修行 に は ､ 年 間100ポ ン ド程度 の 謝礼金 を支
払 う 必要が あ っ た ｡ 100ポ ン ド と い う 金額 は ､ 熟
練労働者の年収を少 し上回り､ 寄宿制 パ ブリ ッ ク ･
ス ク ー ル や オ ッ ク ス ブ リ ッ ジ の 年間経費 に はぼ 相
当す る額で ､ こ れ を支払え る の は中流階級上層で
あ っ た ｡ イ ギ リ ス の 技術者 (主 に 機械系) の 中 に
は ､ 熟練工徒弟か ら の た た き上 げで 技術者 に な る
者 も少 なく なか っ た が ､ 民間 (土木) 技術者協会
は､ 中流階級上層出身者 を中心 に し た エ リ ー ト 技
術者集団 で あ っ た ｡
イ ギリ ス で は ､ 技術者 は実地訓練 で 養成する と
い う伝統が根強く ､.民間 (土木) 技術者協会で も､
19世紀末 ま で ､ 見習 い 生修行を ､ 加入資格要件 に
お け る唯 一 の 正規 の教育 ･ 訓練要件と し て い たが ､
充実 し た 一 般教育や 専門教育の 必要性が よう やく
認識 さ れ る よう に な り ､ 1897年 か ら準会員加入志
願者 に 対 し て 一 艇教育の 試験 と科学 的知識の 試験
が 導入 され た｡ 一 般教育試験 は ､ 協会 が認定する
中等教育修了資格試験や大学人学資格試験等で ､
科学的知識 の試験 は ､ や はり協会が認定す る工学
教育機 関の ( 準) 学位で 免除さ れ た の で ､ こ れ 以
降 ､ 加入志願者の 中で 一 般教育 や専門教育 に 対す
る関心が高 ま っ た と考え ら れ ､ 1897年 は教育 ･ 訓
練歴の 変遷 を見る上 で 指標 に な る年 で あ る｡
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Ⅰ . 資料の作成方法と典拠
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T(l EDglhe e n s(1988)の 巻末 に 掲
載 さ れ て い る歴代会長 リ ス ト の 死没者1q5人に つ







ogTaPAy(D N B)や協会 の 会報 で あ る Mlhutes of
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D ee Z7S (MPICE)(1837-1937), _











D e e Z7S(JIC E)(193511951),







EDg血eens(PICE)(1952-1972)で 探 し ､ 見 っ か ら な
･か っ た者 に つ い て は ロ ン ド ン の 協会本部の 資料 呈
(Archives)の フ ァ イ ル を 閲覧さ せ て.もら っ た ｡ ま
た ､ フ ァ イ ル の 中 に あ っ たT he Tim es紙 の 死亡記
事 も1件利用 した ｡ そ れ で も入手 で き な い も の が
数件あ り ､ 最終的 に 略歴 を入手 で き た の は99人 で
あ っ た ｡
略歴記事 を使 っ て ､ 後掲 の ｢資料 民間 (土木)
技術者協会歴代会長 (生年順)の 教育 ･ 訓練歴等
一 覧｣ を作成 した ｡
出身階層 に つ い て は ､ 父親 の 職業や教育歴 ､ 実
地訓練歴 を参考に 判断 した が ､ 見習 い 生修行 を受
けて い る者 は基本的 に ｢ 中流上層｣-と し た ｡
. 養成 タ イ プ は ､
一 般教育をS､ 見習 い 生修行を
P､ 熟練 工徒弟制を Ap､ 助手 と し て の 実務経験を
As､ 専門教育をC､ サ ン ド イ ッ チ制 の 教育 ･ 訓練
をC- P と し､ こ れ ら を組み合 わせ て 表現 し た ｡
一 般教育は ､ パ ブリ .ジ ク ･ ス ク ー ル で あ るか ど
う か を判別 し､ 在学当時､ もしく は後 に )ヾ ブ リ ッ
ク ･ ス
_
9 - ル と み なさ れるように な っ た学校 に は､
学校名 の 後 に P S と記載 し た . 判別 のLf= め の 学校
リ ス ト と し て 1 Repoyt of tJ5e 40tA Me etlhg of
the Headm a ste m
′
ConFeye D C e1912, 1913 と The
Publ
'
c a nd Pr epa yatol･y Scho ols Yearbo ok, 1935
の リ ス ト を使用 した ｡
専門教育 と学位 に つ い て は ､ 可能 な範囲で 情報
を言己載 した ｡ な お ､ 技術者 と し て 大成 し て か ら与
え られ た名誉学位 は記載 して い な い ｡ 実地訓練 に
つ い て･も ､ 可能-な範囲 で 情報を記載 し た.
- 蝉教
育 ､ 専 門教育 ､~実地訓練 の 期間や年齢の 数値 に ?
が つ い そい る も の は ､ 前後 関係や 一 般 的な在学期
間等か ら の 推定 で ある ｡
専門分野 は で き るだ け羊要ぢも甲を挙 げた が ､
複数分 野 に わ た っ て い る 者 も含 ま れ る ｡
技術者タイ プ は ､ 技術者の 存在形態 の 分類 で ､
自営 ､.経営､ 雇用 に分類 し た ｡ こ 叫も主要 な も の
を挙 げたが ､ 一 部複数 タイ プに わ た っ て い る者 も
含 まれ る｡ 雇用タイ プ の 者も､ 定年退職硬は コ ン
サ ル タ ン ト事務所を 開業するぁが通例で あ っ た が ､
こ れ は挙げなか っ た ｡
就任年 ･ 代 は､ 会長就任 の 年と第何代か を示す占
出身 は ､ 出生地 を示 し ､ S はス コ ッ ト ラ ン ド ､
E はイン グ ラ ン ド､ W は ウェ ー ル ズ ､ Ⅰは ア イ ル テ
ン ド ､ H は ハ ノ ー フ ァ ー ､ 南 ア は南 ア フ リ カ を示
す ｡ 年代の 新 し い 者 の 中 に は出生地が 記載さ れ て
い な い 者 もあ っ た が ､ 教 育歴等か ら推定 し
.
た ｡ S
⊥> W-- E など と記載 し て い る者 は ､ 親 の 転勤 に よ






対象 は99人 で ､ 1757年生 ま-れ か ら1906年生ま れ
ま で に わ た っ て い た ｡ _
2) 出身階層.
上流階級出身 が1人 ､ 中流 階級上層出身 が87人 ､
上層 よ り下の 中流階級が8人 ､ 下層階扱が3人 で ､
中流階級上層以上が88.9% を占め て い た ｡
3) 父親 の 職業
技術者 (建築士 ､ 建築業 も含む) が29人(29.3%)
と 多く ､ 親 族 ･ (祖父 ､ お じ ､ 兄) カミ技術者 の3人
を含 め ると32人と 3分 の 1近く に の ぼ る の が 特徴
的で あ っ た ｡
･4) 養成タイ プ
通常の 養成 ル ー ト と異 な る者と し て ､ 民間技術
者 と い う専 門職の 生成期 に ､ 職人徒東制を技術 相
基盤と し て ､ 努力と才能 で 技術者 と な っ た独学 ･
独行 の 者 が2人(No.1, 3)､ 発明 の 才 に よ っ て 法律
家 か ら技術者 に ･転 じた者 が1人(No.15)､ 一海軍工 廠
の 造船徒弟か ら優秀 な成績 で選抜 され ､ 海軍建造
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イ ギ リ ス の ト ッ プ ･ チ リ
ー ト技術者 の 教育 ･ 訓練歴 の分析
表1 専門分野別人数
ニ 専 門 分 野 人数(割合) 下 位 部 門◆ 別 関 与 者 数
=
土木系 71(71.7 %) 土木全般14､ 鉄道25､ 港湾1 5､ 水道 . 衛生 7｣.
.都市土木5, ダ
ムチ､ 鉄骨 2､ 石油2､ 橋梁1､
治水 . 濯漉1､J-トンネル 1､ 道路1､ 土質力学1
土木 . 機械系 12(12.1 %) 土木 . 機械 21 水道6､ 鉄道4､ ガ ス 3
機械系 4(4.0 %) 舶用機関 3､ 鉄道1.､ 機械 1､-ク レ∵ ン 1､ 兵器1､
造船 2(2.0 %) 造船?
電信 . 電気 3(3.o %) 電気3､ 電信1
冶金 1(1.0 %) 冶金
_
2
･鉱山 I(I.0 %)I 鉱山1
･ 研究 . 教育 ■5(5.1%) 教育機関 6､ 研究機関1-
令 . 計 99
註 専門分野は 1人 1分野で代表 させ たが ､ 下位部門で は1人 で複数部門にカ ウ ン ト して
い るケ ー ス があり ､ 調査対象の 99人 を超えて い る｡
部長 に ま で 上り 詰 めた 者が1人(No.46)､ 鉄道 o.
負
速 な拡大の 時期 に ､ 測量技術を覚 え て ､ 鉄道技術
者 の 助手 に 転 じ ､ 技術者 に な っ た者 が2人(No.5,
22)い た ｡
そ れ 以 外の 者 は ､ S C P型_(
一 般教育+ 専門教育
+ 見習 い生修行) が40人(40.4%)､ .S P型 (
一 般教育
+ 見習 い 生修行) が38人(38.4%)､ S U P型 ( 一 般教
育 + 大学教 養教育 + 見習生修行) が4人 ､ S P C型
(一 般教育 + 見習 い 生修行 + 専門教育) が3人 ､ S
C As型 (一 般教育+ 専門教育 + 助手経験) が3人 ､
S C型 ( 一 般教 育 十 専 門教育) が3人 ､ S C=p型
( 一 般教育 + サ ン ドイ ッ チ制 の 教育 ･ 訓練) が1人 ､
P S As型 (見習い 生修行 + 一 般教 育 + 助手経験)
が1人 で あ っ た ｡
5) 一 般教育
初歩 的な レ ベ ル の 教育 しか受 け て い な い の は5
㌔
人(No.1, 3, 10, 16, 22)は ど で ､ 後 は ､ 14歳 で 離学
した者 も3人(No.5, 17, 31)ほ ど い た が ､ 中等 レ ベ
ル の 教育 を受 けて い た ｡ 在学当時 ､ ま た は後 に
パ ブ リ.ッ ク ･ ス ク ー ル と み な■さ れ る よ う に な っ た
名門 中等学校に 在学経験 の ある 者は36人(36.4%)､
個人教授経験者 が9人(9.1%)で ､ 内､ 1人 は そ の 両
方 を経験 し て い た｡
6) 専 門教育
専 門教 育 を何 ら か の 形 で 受 け て い る者 は52人
(52.5%)で あ づ た ｡ ま た ､ 大学 で 教養教育 (非専門
教 育) を受 けて い る者 が4人(No.ll, 43, 52, 81)
い た ｡
7) 学位･ 準学位
大学等で 専 門学位 を取得 した者 は21人(21.2%)､
準学位 を取得 した者 は3人(3.0%)､ 非専門学位を取
得 し た者 は3人で あ っ た ｡
8) 実地訓練~
. 実地訓練 ( 助手経験も含 む) を受 けて い る者 が
95人(96.0%)で ､ そ の 内訳は ､ 見習 い 生修行が87人 ､
助手経験5人 ､ 職人徒弟制が2人 ､ 熟練工 徒弟制 が
1人 で あ っ た ｡ 実地訓練 を受 け て い な い 者 は ､ 発
明 の 才 の あ っ た者 ､ 外国生 まれ の 者 ､ 研究 一 筋 の
者､ 地質学 の専門家の4人(No.15, 50, 96, 97)で あ っ
た ｡
9) 専門分野
表1 に ､ .1人 1分野 で 代表さ せ た専門分野別人
数を示 し た ｡ 土木系が71人(71.7
L
%)で最 も多( ､ 土
木 と機械 の 両方 に 関 わ っ た 土 木 ･ 機械 系が12人
(12.1%)､ 研 究 ･ 教育が5人(5.1%)､ 機械系が4人 ､
電信 ･ 電気が3人 ､ 造船 が2人 ､ 冶金が1人 ､ 鉱山
が1人 で あ っ た .'下 位部 門別関与者数 で は ､ 1 人
で 複数部門に カ ウ ン ト し て い るケ ー ス が含 まれ て
お り､ 調査対象 の99人 を超 え て い る｡ 土木系の下











自営(コ ンサ ル タ ン ト~) 5 4(4 3.5 %)
経営 17(1 3.7 %)I 機械5
.
､ 鉄道2､ 造船2､ 冶金 2, 電信 1､ 電気 1､
兵器 1､ 請負 1､ 土質力学1､ 工学雑誌 1
雇用 (会社) 2O(16:1.%)
, 鉄道l2､.冶金 2､ 建設 1､ 水道 1､.ガ ス 1､ 石油1,I
電信1､ 電気 1
雇用 (政府機関) 7(5.6 %) 衛生 3､ 道路_1､ 鉱山1､.運輸1､ , 研究1
一 雇用 (植民地政府等) 2(1.6 %) エ ジプ ト政府 1､ イ ン ド公共事業局1
雇用 (軍) 5(4.0 %). 海 軍 5(造船 1､ 港湾 4)
雇用 (自治体) 13(10.5 %). 都市土木 6､pJ港湾5､ 水道 2
雇用 (教育機関). 6(4.8 %)-■` 大学等6
令 . 計 124 ■
註 1人 で複数タイプにカ ウン ト して い るケ ー ス が あり ､ 調査対象の 99人 を超 えて い る.
港湾 の15人 ､ 土木全嘩の14人 ､ 水道 ･ 衛生 の7人 ､
都市土 木の5人't 続く ｡ 土木 ･ 機械系 の 下位部 門
に は ､ 水道(6人)､･鉄 道(4人)､ ガ ス(3人) な どが
含ま れ て い た ｡ ま た ､ 大学等 で の 教員経験 の あ る
者が6人, 研究機関に 所属 した者が1人で あ っ た｡
10) 技術者タ イ プ
技術者 と し て の 生涯 の 中で い く つ か の タイ プを
経験 して い る者 もい る の で ､ 下積み 期間や定年退
職後を 除い た ､-主要 な も の を数 え上 げて ､ 表 2 に
技術者タイ プ別分布を示 した ｡･技術者 は独立 し た
専門職 と し て ス タ ー ト し ため で ､ 個人ま たは 共同
で コ ン サ ル タ ン
ー
ト事務所 を経営 する自営 (コ ン サ
ル タ ン ト) タ イ プ が54人(43.5%)と 一 番多 い ｡ 給与
を与え られ て 雇わ れ て い る雇用 タイ プ も､ 時代が
新 しく な る に つ れ て増 加 し ､ 53人(42.7%)と は ぼ 同
数 で あ っ た ｡ 雇用タイ プ の 中 で は ､ 会社 に 雇用 さ
れ る者 が20人(16.1%)と
一 番多 く ､ 自治体 が13人
(10.5%)､･政府機 関が7人(5.6%), 教育機関 が6人(4.8
%)､ 軍 が5人(4.0%)､ 植民地政府等が2人(1.6%)の 順
で あ っ た ｡ 3 つ 目 の タ イ プ は自 ら会社 を経営する
経営 タイ プ で ､ 17人(13･7%)で あ っ キ｡
11) 出身 ( 出生地)
イ ン グ ラ■ン ド生.まれが75人(75.8%)と
一 番多く ､ ス
コ ッ ト ラ ン ド生 まれが13人 ､ アイ ル ラ ン ド生まれが7
人 ､ ウ ェ ー ル ズ生 まれが2人 ､ ドイ ツ の ハ ノ ー フ ァ ー
, 生まれが1人､ 南 ア フ リカ生まれが1人で あ ちた ｡
(2) 教育･ 訓練歴の 生年別変遷
1) 一 般教育歴
す で に 述 べ た よう に､､､初歩的 な レ ベ ル の 教育 し
か受 け て い な い の は1816年生 ま れ の No.22 まで で ､
14歳 で 離 学 し て い る の
●
は1821年生 ま れ の No .β1 ま
で で あ っ た ｡ し た が っ て､､ お お む ね1820年代生ま
れ 以 降 は ､ 少 な く と も15､ 6歳 く ら い ま で の 教育
を受 け る よう に な っ て い たと い え る ｡ ま た ､ 1860
年 代生ま れ くゝ ら い か ら は18｣ 9歳 ま で 中等学 校 に
在学 する もの が増加 して い た ｡
次 に ､.表
3 の パ ブ リ ッ ク ･ ス ク.- ル 歴 の デ ー タ
を検討 し て み る . 後 に パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル と み
なさ れ る名門 中等学校出身者が 現れ た の は1810年
代生 ま れ か ら で ､ 1830年代 か ら42.9% と半数 に 近
づ い て い た ｡ そ の 後 ､ 時期に よ る変動 はあ るが ､
1830年代生ま れ以降の66人中32人(48.5%)が パ ブリ ッ
ク ･ ス ク ー ル 歴 を持 っ て い た ｡ 中流.階級上層以上
が88.9% を占め る中で ､ パ ブ リ ッ ク ･ ス ク ー ル 志
向も非常 に 高か ? た こ とが わ か る o
2) 専門教育歴
表 3 の 専門教育歴 に つ い て み る と ､ 1800. - 1810
年代 生 まれ が は ぼ20%､ 1820- 60年 代生 まれ が は
ぼ50%､ 1870丁 - 1880年代生 ま れ が は ぼ90%､ 1890-
1900年代生 まれ で100%に な っ て い た ｡
16- 18歳く ら
一
い で 専門教育機 関に 入学する と す
ると ､ 1800- 1810年代生 ま れ の 時期 はイ ギリ ス に
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表 3 生年別教育歴 (パブリ ック ･ ス ク ー ル 歴 ､ 専門教育歴 ､ 専門 (準) 学位の 有無)
生 年 人 数
■
パ ブリ ッ ク .
ス ク ー ル 歴有り■
専門教育歴有り 専門 (準) 学位有り
1757 - 8 o(o %) 1
~
(12.5 %) 0(0%)
18 00- 5 0(○%)ー 1(20.0 %) 0(0 %)
1810 - l6 3(18.8 %) -3(18;8 %) 0(0 %)
1820- 4 I(25.b%) 2(50.0%) 1(25.0 %)
1830- 7 3(42.9 %). 4(57.1%) 1(14.3 %)
1840 - 12 7(58.3 %) 6(50.0 %) 1(8.3 %)
1850- 7 2(28.6 %) ､3(42.9 %) 2(28.6 %)
1860- 13 6(46.2 %)∫ 7(53.8 %) 3(23.1 %)
1870- 9 7(77.8 %) 8(88.9 %) 4(44.4 %)
1880- 8 2(2.5.0%) 7(87.5 %) 4(50.0 %)
1890- 6 2(33.3 %) 6(lOO %) 4(66.7 %)
1900- 6_ 4 3(7 5.0 %) 4(1 0 0%) 4(1 0 0 %)
合 計 99 36(36.4%) 52(52.5%) 24(24.2%)
は ま だ工 学教育機関 は登場 して い な い
2)
｡ こ の 時
期の 在学歴 はE dinburgh大学が2人 ､ Glasgow 大学
が1人､ 父 の 個人教授 が1人で ､ 大学 で は自然科学
系 の 科目を履修 した と思わ れ る ｡
工 学教育系学科等 の 設立 は1840年前後 に King
'
s
College, Lo ndo n(1838)､ Glasgow 大 学(1840)､
Univ e r sity College, Lodon(1841) ､ Trinity
College, Dublin(1842)な ど で 始 ま っ た ｡ そ の 後 ､
1850年 前 後 に ア イ ル ラ ン ド の Belfast, Cork,
Galw ay の 3校 の Qu eeム
I
s College(1849) と(Royal)
Scbo olof M in es(1851)が 加 わ り ､ 1860年 代 に は
Royal Scho ol of Na val Archite ctu re a nd Marine
Engineerin g(1864), . Royal College of Scienc e,
Dublin (1867), Owens Colleg･e(1868), Edinbqrgh
大 学(1868)が 加 わ っ た ｡ 1870年 代 以 降 は 各地 に
University Collegeが 開設 さ れ る よう に な り ､
Ca mbridge大学 で も1875年 か ら工学教育 が始 ま る
が ､ 機械科学 優等学位 コ ー ス が 設置 さ れ た の は
1892年 に な っ て か ら で あ っ た｡ 0Ⅹford大学はず っ と
遅く､ 工 学教育が始まる の は1908年か らであ っ た ｡
1820年代生 まれ の 者か ら ､~1840年前後 に 設立さ
れ た 工学教育機関の 利用 が始 ま るが ､ 1860年代生
ま れ ま で の 43人の 利用者 は22人(51.2%)で ､ そ の 内
専門 (準) 学位取得者はわ ず か8人(18.6%)で あ っ
た ｡ つ ま り ､ 1840年 前後 の 工 学機 関の 設立 か ら
1885年頃ま で の45年余 り の 間 ､ ト ッ プ ･ エ リー ー ト
技術者 の 半分程度が 工学教育機関を利用 したた過
ぎな か っ た ｡ ま た ､ 工学教育機 関を利用 して も ､
在学期 間は比較的短期間 で ､ 16- 18歳く ら い か ら
見習 い 生修行に 入 る者(No. 32, 33, 34, 42, 48, 49,
53, 71) も少なくなか っ た｡ 正規 の (準) 学位コ ー
ス を修了 し て (準) 学位を取得する者 は 2割に も
満た な か っ た の で あ る｡
経歴 を見 ると ､ 界習 い生修行時代 や助手 ､ 現場
監督な ど の 下積 み時代 に ､ 歴代会長 の 下 で 仕事 を
し て
,
L､ る者が 非常 に 多か っ た ｡ こ れ は ､ 時代 の 最
先端 の 知識` と技術を学ぶ場と し て 期待され た の は ､
工 学教育機関 で はなく ､ そ の 時代 の最先端 の 現場
で あ っ た こ と を 示 し て い る ｡ 1872年生 ま れ の A二
Gibb(No.76)の 場合 ､ University College, Londo n
で の 学習を わずか 1年 で 打 ち切 っ て ､ 34代会長の
J∴ W olfe-Bar ry の 事務所 に 見習 い 生修行 に 入 っ て
い る ｡
1870年代生 ま れ (在学時期は1880年代 の 終わ り
以 降) か ら､ 専門教育機関 の 利用者 は ､ 一 気 に 9
割 近くに 増加 して い た ｡ し か し､ ( 準) 学位取得
率 は1880年代生 ま れ (在学時期は1890年代終 わ り
以降) に な っ て も50%で あ っ た ｡ 準会員志願者 に
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専門知識 の 試験を始 め た の が1897年か ら,な の で､
ト ッ プ ･ エ リ ー ト は そ の10年く ら い前 か ら ほ とん
どが専門教育を受 け る ように な っ て◆い た が､ 試験
導入 後も学位取得率 は ま だ 50 % であ っ た と い う こ
と に な る ｡ 1880年代生 まれ で も､ 17 - 19歳く らい
か ら見 習い 生 修行 に 入 っ て い る者(No.83, ･84, 85,
87, 88.)が 少なく なか っ た ｡
1890年代生 ま れ (在学 時期は1900年代の 終わ り
F21 降)に な っ て つ い に 専門教 育機関 の 利 用率 は
100%に な り ､ ( 準) 学位取得率 も66,7% と7割近く
に な っ た が ､ サ ン ドイ ッ チ制専門教育機関を 利用
し て15歳頃か ら見習生修行を 始め る者 ( 第1 次世
界大戟の た め途中で 中止) (No.95)や 2年程度の 専
門教育 を受 け て19歳 か ら見 習 い 生修 行 に 入 る者
(No.90)な どが い た ｡
そ し て 1900年代生ま れ (在学時期 は1910年代終
わ り 以 降) で つ い に ､ 専 門教育機 関 の 利 用率 も
(準) 学位取得率 も100%に な っ て い る ｡ つ ま り ､
準会員試験導入後20年ほ どかか っ て ､ よ う やく ト ッ
プ ･ エ リ ー ト の (準)学縫取得率が100%に な っ･t=
と い う こ と で あ る ｡
1820年代以降 に 生ま れ た47人 が利用 し た専門教
育機関の 内､ 3人以 上が利用し たもの を挙 げる と ､
K ing
'
s College, Londo nが 7人 ( 準学位1人)､
University College, Londo nが 4人 (学位1 人)､
ca mbridge大学 が 4 人 (学位-4人)､ IJiverpo ol大
学(University■colleg･eを 含む)が 4人 (学位4人)､
Dublin大学 が 3人.(学位3人)ヾ Ow e n sCollegeが
3人 (学位1人)､ City a nd Guilds(Engine ering)
college, Lo ndo nが 3人 ( 学痘 ･ 準学位 3 人) で
あ っ た . 開設 の 早 い K in壷Is College, Londo nの 利
用者が 少 し多 い が ､ 特定 の 専門教育機 関に は集 中
し て お らず､ .い わ ゆ る学閥 の よう な もの は見 られ
なか っ た ｡
3)
おわ.りに
'= れ ま で 積み重 ね て き た民間 (土木) 技術者協
会準会員の 教育 ･ 訓練歴の デ ー タ で は ､ 昼間 カ レ ッ
ジ で 専 門教育 を受 け て いる 者 は ､ 1885-86年 度選
出準会員 (1860年以前 生 ま
-
れ) で31.2 %､ 1895-96
年 度 選 出準会 員(1870年以 前生 ま れ) で42.1%､
1905-06年度選 出準会員(1880年以前生ま れ) セ63.0
%､ 1913-14年度選 出準会員(1888年以前生ま れ) で





_2%､ 1870年代 生 ま れ で88.9 %､ 18 80年 代
生 ま れで87.5%､ 1890年代 生 ま れ で100%で あ っ た
の で ､
一 般会員よりも10 - 30 %ほ ど割合が高くな っ
て い る . しか し ､ 会長で さ.k も､ (準) 学位取得
率 は ､ 1870年代生 ま れで44.4%､ 1880年 代生 ま れ
で50.0%､ 1890年代生 ま れ で66.7%で ､~100%に な っ
た の は1900年代生ま れか ら で あ っ た ｡
以 上 より ､ イ ギ リ ス で は ､ ト ッ プ ･ エ リ ー ト技
術者 の 養成 に お い て も ､ ( 準) 学位取得者が多数
派 に な る の は1890年代生ま れ 以 降で あ る こ とが 明
ら か に な っ た ｡ 世紀転換期の1895- 1ー905年 頃に 一
人前 の 技術者 と な る1870年代生 まれ ま で は､ 専 門
教育を 受け る者 こ そ 多数派 に な ,, た も の一の ､ (準)
学位 コ ー ス を正規 に修了す る こ と
~
よ り も ､ 早く著
名技術者 の 下 で 見習い 生修行 に 入る与と を優先 す
る者の 方が 多か っ た の で あ る ｡
本小論 で行 っ た ト ッ プ ･ エ リ.
- ト技術者の教育 ･
訓練歴の 検討 より ､ 19世紀の イ ギ リ ス 技術者養成
に お い て ､ 実地訓練重視の 伝統 が い か に根 強い も
の で あ っ た か を改 め て 確認 で き た ?
読
1) 拙稿 ｢イ ギ リ ス 技術者 の 教育 ･ 訓練歴 の 分析
(1)｣ ｢ 同 (2)｣ ｢ 同 (3)｣ ｢ 同(4)｣ ( 『富
山大学教育学部紀要』 第54号 ､ 2000年 ､ 第55号 ､
2001年､ 第56号 ､ 2002年 ､ 第57号､ 2003 年)
2) No. 33が 利 用 しf=Putney College far Civil
En gine ering と い う 私 営 の 専 門 学 校 の 前 身 の
putney Ho u seが 1834年 た開設 さ れ た と さ れ る







D e e rlhg, 1961, p. 150.)
3◆) 民間 (土木) 技術者協会に 対応 する我が 国の
組織で あ る土木学会の 歴代会長90人の 経歴 (土
木学会 H P参照) を 見る と ､ 1854年生 ま れ の 初
代会長古市公威以下 ､ 全員が大学等の 高等技術
教育機関 を卒業 し て お り ､ 内 ､ 69人が東京大学
卒 で あ っ た｡
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